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【ＦＩ】
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   Ａ６１Ｆ   13/15     ３５２　
   Ａ６１Ｆ   13/15     ３９０　
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【手続補正書】
【提出日】令和1年12月25日(2019.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衛生用品に組み込まれ生体液体に用いられる吸収性要素であって、前記吸収性要素は、
　　複数の第１の空洞を有する第１のラミネート材料層と、
　　前記第１のラミネート材料層のそれぞれの第１の空洞内にそれぞれが受容される複数
の高吸収性材料の塊と、
　　前記第１の材料層のそれぞれの第１の空洞にそれぞれが受容されるように構成された
複数の第２の空洞を有し、前記第２の空洞の凸面は、前記第１の空洞の凹面に面し、対応
する前記高吸収性材料の塊がその中に受容される、第２のラミネート材料層と、
を備え、
　前記第１のラミネート材料層および前記第２のラミネート材料層は、前記第1及び第２
の空洞のない中間部分で少なくとも互いに固定されており、
　全体構成は、前記高吸収性材料の塊は、前記第２の空洞の凹面／凸面がひっくり返るま
で、対応する前記第２の空洞を膨張させ変形させることにより前記生体液体を吸収するこ
とができる、吸収性要素。
【請求項２】
　前記第１の空洞および前記第２の空洞は協働しながら対応する前記高吸収性材料の塊を
受容する座部を画定する、請求項１に記載の吸収性要素。
【請求項３】
　前記第１の層と前記第２の層とが結合する側との反対側において、前記第２の層に結合
された第３のラミネート材料層を備える、請求項１または２に記載の吸収性要素。
【請求項４】
　前記第１の層と前記第２の層とが結合する側との反対側において、前記第１の層に結合
された第４のラミネート材料層を備える、請求項１から３のうちいずれか一項に記載の吸
収性要素。
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【請求項５】
　前記第１の空洞および前記第２の空洞は同じ輪郭を有する、請求項１から４のうちいず
れか一項に記載の吸収性要素。
【請求項６】
　前記第１の空洞および／または前記第２の空洞は略円筒形の輪郭を有する、請求項１か
ら５のうちいずれか一項に記載の吸収性要素。
【請求項７】
　前記第１の空洞および／または前記第２の空洞は略先細の輪郭、特に略円錐台形の輪郭
を有する、請求項１から６のうちいずれか一項に記載の吸収性要素。
【請求項８】
　前記第１の空洞はそれぞれ、対応する前記高吸収性材料の塊を収容する主区画および副
区画を画定する二重袋輪郭を有し、前記副区画は、好ましくは前記主区画の底部の中央に
配置される、請求項１から７のうちいずれか一項に記載の吸収性要素。
【請求項９】
　各高吸収性材料の塊は、前記副区画、好ましくは、前記副区画の中のみに受容される、
請求項１から８のうちいずれか一項に記載の吸収性要素。
【請求項１０】
　前記副区画は、略円筒形または略円錐台形の輪郭を有する、請求項８または９に記載の
吸収性要素。
【請求項１１】
　前記第１の空洞および／または前記第２の空洞はエンボス加工により得られる、請求項
１から１０のうちいずれか一項に記載の吸収性要素。
【請求項１２】
　請求項１から１１のうちいずれか一項に記載の１つまたは複数の吸収性要素を備えた衛
生用品、特におむつ。
【請求項１３】
　請求項１から１１のうちいずれか一項に記載の吸収性要素を製造する装置であって、
　前記製造装置は、
　複数の第１の突出要素を有し、第１のラミネート材料が使用中に係合するように構成さ
れた第１のエンボス加工ローラと、
　複数の第２の突出要素を有し、第２のラミネート材料が使用中に係合するように構成さ
れた第２のエンボス加工ローラと、
　前記第１のエンボス加工ローラに、かつ、前記第１のエンボス加工ローラの下流では前
記第２のエンボス加工ローラに回転可能に結合され、それぞれが前記第１のエンボス加工
ローラの第１の突出要素または前記第２のエンボス加工ローラの第２の突出要素を受容す
るのに適した複数の開口部を有する、吸引ローラと、
を備え、
　その構成は、前記第１のエンボス加工ローラと前記吸引ローラとの協働回転中に、前記
第１の突出要素が、対応する第１の空洞を前記第１のラミネート材料に形成するように前
記第１のラミネート材料を介在させて対応する開口部に係合するような構成であり、
　前記吸引ローラは、リザーバから前記高吸収性材料の吸引手段を有し、前記吸引手段が
、使用中に前記リザーバに面する前記開口部の一部を通して吸引をすることで、高吸収性
材料の塊は、前記第１のラミネート材料の対応する第１の空洞内に吸引され、
　その構成は、前記吸引の下流における前記第２のエンボス加工ローラと前記吸引ローラ
との協働回転中に、前記第２の突出要素が、対応する第２の空洞を前記第２のラミネート
材料に形成するように、前記第１のラミネート材料および前記第２のラミネート材料を介
在させて対応する開口部に係合するような構成である、装置。
【請求項１４】
　前記吸引ローラの上流で前記第１のエンボス加工ローラに回転可能に結合され、それぞ
れが前記第１のエンボス加工ローラのそれぞれの突出要素を受容するのに適した複数の補
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助開口部を有する、補助ローラを備え、その構成は、前記第１のエンボス加工ローラと前
記補助ローラとの協働回転中に、前記第１の突出要素が、対応する補助空洞を前記第１の
ラミネート材料に形成するように前記第１のラミネート材料を介在させて対応する補助開
口部に係合するような構成である、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　前記第１の突出要素および／または前記第２の突出要素および／または前記開口部およ
び／または補助開口部は、それぞれ略円筒形エンボス加工輪郭を有する、請求項１３また
は１４に記載の装置。
【請求項１６】
　前記第１の突出要素および／または前記第２の突出要素および／または前記開口部およ
び／または補助開口部が、それぞれ略先細のエンボス加工輪郭、特に略円錐台形のエンボ
ス加工輪郭を有する、請求項１３または１４に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第２のエンボス加工ローラの下流に配置された第３のラミネート材料の供給ローラ
を備えた、請求項１３から１６のうちいずれか一項に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ローラのうちの１つまたは複数の温度制御手段を備えた、請求項１３から１７のう
ちいずれか一項に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第１のラミネート材料および前記第２のラミネート材料の結合ユニットを備えた、
請求項１３から１８のうちいずれか一項に記載の装置。
【請求項２０】
　請求項１から１１のうちいずれか一項に記載の吸収性要素を製造する方法であって、
　第１のラミネート材料を第１のエンボス加工ローラに供給し、前記第１の材料に複数の
第１の空洞を得るステップと、
　前記第１のエンボス加工ローラに回転可能に結合され、吸引が生じる複数の開口部を有
する吸引ローラによって、前記第１の空洞のそれぞれのリザーバから直接、高吸収性材料
の塊を吸引するステップと、
　第２のラミネート材料を第２のエンボス加工ローラに供給し、前記第１のラミネート材
料の対応する前記第１の空洞にそれぞれが受容される複数の第２の空洞を前記第２の材料
に得るステップと
を順序通りに提供する、方法。
【請求項２１】
　前記第１の空洞および／または第２の空洞は熱成形によって得られる、請求項２０に記
載の方法。
【請求項２２】
　前記第１のラミネート材料および前記第２のラミネート材料を結合するステップを含む
、請求項２０または２１に記載の方法。
【請求項２３】
　請求項１３から１９のうちいずれか一項に記載の装置を使用する、請求項２０から２２
のうちいずれか一項に記載の方法。
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